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令和 2 年度 ～ 6 年度 69,171 千円

歳出科目: 01.01.01

7,553 千円

市費
0 千円

国費

0 千円

県費 令和２年度 令和３年度 令和４年度 単位
0 千円 13.6 38.1 ― ％

18.2 50.0 76.2 ％

その他

7,553 千円

7,501 千円

令和４年度 単位
実績値 100.0 ％
目標値 76.2 ％

※対象・手段の変更

⑧受益者負担適
正化余地

Ｄ 決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

Ｃ
事業の
評価・課題

B

　令和4年度から令和6年度まで実施する予定であった箇所を再調査した結果、1か所が未使用の水管橋、
5か所が塗装修繕を早急に要しない結果となり事業計画を見直したことにより、令和4年度をもって必要箇所
の防食塗装修繕を全て完了することができた。
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全体事業期間: 全体事業費等:
会計 水道事業会計

事業内容: 水道施設（水管橋）維持修繕工事（日ノ出町地内始め6か所）を実施する。

予
算
見
積
書
で
活
用

水道施設の更新費用の増大に伴い、⾧期的な視点において収支見通しを立て、計画的に推進する必要が
あるため。財源内訳

事業概要等

事業概要:
水管橋の一斉点検により塗装修繕が必要と判断された箇所について、破損の程度および過年
度の修繕履歴を考慮し優先順位を定め、令和2年度から令和6年度に掛けて防食修繕工事を
実施する。

事業目的: 計画的な維持管理のもと、水道施設の⾧寿命化及び、健全な経営基盤の強化を図る。

目標値

評
価
項
目
（

決
算
時
に
作
成
）

　老朽化した水管橋の防食塗装修繕により、水道施設の適正な維持管理、⾧寿命化を図ることができた。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地

主
要
施
策
の
成
果
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告
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で
活
用

終了

　令和4年度完了

有効性

②市民ニーズ ⑤成果向上の余地

実績値
目標値
実績値
目標値

水道施設の計画的な修繕等を行うことにより、⾧寿命化を図ることができる。

目標値や目指すべき状態

水管橋改修率
実績値

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

問題点・課
題等:

高度経済成⾧期に整備された水道施設が更新時期を迎えることから、今後は維持修繕費の増
大が見込まれる。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

Ｐ
総合計画: 単位施策: 水道

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

28-3

PDCA 主要事業名 水道施設維持修繕事業 部課名 水道部上水道課 石川
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